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問
　
村
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
振
興
策
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
手
段
の
一
つ

で
あ
る
６
次
産
業
化
が
重

要
と
考
え
る
が
、
村
の
特

徴
を
活
か
し
た
そ
の
振
興

施
策
を
伺
い
ま
す
。

答
　
こ
れ
ま
で
、
さ
つ
ま

芋
の「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー

ト
」や
り
ん
ご
の「
は
る
か
」

の
生
産
奨
励
を
図
り
６
次

産
業
化
に
向
け
た
取
組
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト

は
他
の
さ
つ
ま
芋
に
な
い

「
し
っ
と
り
」し
た
特
徴
を

生
か
し
た
洋
菓
子
の
原
料

や
ほ
し
芋
、
焼
酎
等
の
商

品
化
を
試
み
て
き
ま
し
た
。

干
し
芋
は「
う
ん
ま
い
も
」

の
名
称
で
販
売
戦
略
を
展

開
し
、
売
上
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。

　
り
ん
ご
の「
は
る
か
」は

生
食
の
販
売
戦
略
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
販
売
で
き
な
い
傷

物
な
ど
を
活
用
し
、
ジ
ャ

ム
加
工
な
ど
の
可
能
性
を

検
討
し
ま
す
。そ
の
他
、新

た
な
加
工
品
の
開
発
を
研

究
・
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

健
全
な
森
林
の
保
全
策
は

問
　
森
林
の
持
つ
機
能
は

多
岐
に
わ
た
り
、
健
全
な

保
全
策
が
叫
ば
れ
な
が
ら

林
業
の
衰
退
に
よ
り
手
入

れ
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
本
村
の
森

林
保
全
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
　
村
の
総
面
積
の
４
割

が
森
林
で
す
。森
林
は
、林

産
物
の
供
給
、
山
地
災
害

防
止
、水
源
か
ん
よ
う
、地

球
温
暖
化
防
止
機
能
、
生

物
多
様
性
の
保
全
な
ど
生

活
環
境
を
守
る
機
能
を
有

し
て
お
り
、
大
変
重
要
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。

　
森
林
保
全
は
、
24
年
度

に
作
成
さ
れ
た「
滝
沢
森

林
整
備
計
画
」
に
基
づ
き

適
切
に
整
備
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　
民
有
林
保
全
整
備
は
、

造
林
・
除
間
伐
及
び
枝
打

ち
を
実
施
す
る
事
業
体
に

実
施
経
費
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

　
村
有
林
保
全
整
備
は
、

国
・
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
、
除
間
伐
等

森
林
整
備
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

新
設
小
学
校
校
舎
設
計
の

基
本
的
考
え
は

問
　（
仮
称
）滝
沢
中
央
小

学
校
校
舎
設
計
の
基
本
的

な
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答
　
現
在
、
29
年
４
月
開

校
を
め
ざ
し
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　「
新
設
小
学
校
整
備
委

員
会
」
を
設
置
し
、
キ
ー

ワ
ー
ド
を「
安
全
・
安
心
」

「
協
働
」「
エ
コ
」と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、

創
意
工
夫
を
盛
り
込
ん
だ

設
計
を
行
う
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
建
物
の
構
造
は
、
新
設

小
学
校
整
備
委
員
会
で
、

「
全
体
的
に
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
基
本
と
し
た

堅
牢
で
災
害
に
強
い
建
物

で
、
子
ど
も
た
ち
が
触
れ

る
箇
所
や
空
間
の
構
成
は
、

木
材
を
適
材
適
所
に
多
用

し
た
施
設
と
す
る
こ
と
」

と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
建
物
内
部

を
木
材
で
構
成
す
る「
内

装
木
質
化
」
の
採
用
を
提

言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
設
小
学
校

整
備
委
員
会
や
地
域
の
意

見
や
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、

最
終
的
な
実
施
設
計
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

役
場
を
結
ぶ
交
通
網
の
現

況
と
今
後
の
方
向
性
は

問
　
複
合
施
設
の
開
設
に

併
せ
、
村
内
各
地
域
と
役

場
、
複
合
施
設
を
連
絡
す

る
幹
線
交
通
網
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
現
在

の
交
通
網
の
状
況
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
　
本
村
は
盛
岡
市
と
同

じ
生
活
圏
で
、
役
場
を
発

着
す
る
路
線
バ
ス
は
、
鵜

飼
地
区
経
由
で
盛
岡
市
内

へ
向
か
う
路
線
と
、
大
沢

地
区
、
篠
木
地
区
経
由
で

小
岩
井
へ
向
か
う
路
線
が

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
は
、
ふ
る
さ
と

交
流
館
経
由
で
巣
子
行
き

の
運
行
も
あ
り
ま
し
た
が
、

不
採
算
で
廃
止
に
至
っ
た

経
緯
も
あ
り
、
役
場
と
村

内
各
地
域
を
連
絡
す
る
路

線
バ
ス
の
継
続
的
な
運
行

は
、
非
常
に
難
し
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　
本
村
で
は
、
村
内
各
地

域
と
役
場
を
結
ぶ
バ
ス
と

し
て
、
睦
大
学
の
開
催
に

合
わ
せ「
福
祉
バ
ス
」を
毎

週
月
曜
日
と
金
曜
日
に
３

路
線
１
日
１
往
復
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
で

は
、
公
共
交
通
の
確
保
は

「
生
き
が
い
づ
く
り
」「
元

気
な
地
域
づ
く
り
」
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
、「
安

心
で
き
る
長
寿
社
会
の
実

現
」「
よ
り
住
み
や
す
い
滝

沢
村
の
実
現
」
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
て
、

「
滝
沢
村
地
域
公
共
交
通
会

議
」な
ど
で
協
議
、調
整
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

住
民
自
治
の
あ
る
べ
き
姿

と
実
現
の
方
法
は

滝
沢
地
域
デ
ザ
イ
ン
推
進

事
業
の
見
直
し
は

村
の
特
徴
を
活
か
し
た

６
次
産
業
の
振
興
施
策
は

さ
つ
ま
芋
や
り
ん
ご
の
６
次

化
を
図
り
他
の
開
発
も
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問
　
25
年
度
予
算
は
前

年
度
対
比
６
・
７
％
増
に

な
っ
て
い
ま
す
。
新
設
小

学
校
整
備
事
業
・
交
流
拠

点
複
合
施
設
な
ど
数
年
に

わ
た
る
事
業
が
あ
る
事
か

ら
村
債
の
激
増
が
必
至
で

あ
り
、
慎
重
な
財
政
運
営

が
望
ま
れ
ま
す
が
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
　
25
年
度
予
算
は
６
・

７
％
、
９
億
９
１
０
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
の
防
災
・
減
災
機

能
施
設
整
備
事
業
、
賦
課

徴
収
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
、

庁
内
L
A
N
仮
想
環
境
構

築
事
業
な
ど
８
億
５
２
０

０
万
の
増
、
民
生
費
は
児

童
手
当
給
付
事
業
、
子
育

て
支
援
対
策
臨
時
特
例
事

業
な
ど
３
億
３
４
０
０
万

円
の
増
、
農
林
水
産
業
費

は
牧
草
地
再
生
対
策
補
助

事
業
な
ど
約
５
２
０
０
万

円
の
増
、
教
育
費
は
新
設

小
学
校
整
備
事
業
な
ど
約

１
億
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
義
務
的
経
費
の

増
高
に
よ
る
経
常
収
支
比

率
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
財

政
構
造
の
弾
力
性
が
弱
ま

り
ま
す
。

　
ま
た
、
実
質
公
債
比
率

は
緩
や
か
に
下
が
り
ま
す

が
、
大
規
模
複
合
施
設
な

ど
多
額
な
財
政
投
入
が
続

く
こ
と
か
ら
新
規
村
債
発

行
、
公
債
費
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
つ
つ
健
全
財
政

に
努
め
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

問
　
新
規
就
農
者
対
策
・

農
地
の
集
団
化
・
不
耕
作

地
の
解
消
な
ど
政
策
を
掲

げ
て
久
し
い
が
、
目
に
見

え
て
の
効
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、
政
策
実
現
の

た
め
の
新
た
な
戦
術
を
考

え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
担
い
手
問
題
・
新

規
就
農
者
問
題
な
ど
の
基

本
に
あ
る
も
の
と
し
て
農

業
所
得
の
問
題
が
大
き
い

事
か
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化

の
構
築
に
よ
る
付
加
価
値

の
高
い
産
品
対
策
が
急
務

と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答
　
新
規
就
農
者
に
つ
い

て
は
国
の
目
標
が
現
状
の

１
万
人
か
ら
２
万
人
と

な
っ
て
い
る
事
か
ら
、
目

標
達
成
の
た
め「
新
規
就

農
・
経
営
継
承
総
合
支
援

事
業
」を
予
算
化
し
、経
営

が
軌
道
に
乗
る
ま
で
支
援

す
る
青
年
就
農
給
付
金
制

度
で
対
応
し
ま
す
。

　
農
地
の
集
積
に
つ
い
て

は
耕
種
部
門
の
小
区
画
農

地
が
多
い
事
、
農
地
が
点

在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
敬
遠
さ
れ
集
積
が
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
農
地
が
耕
作
放

棄
地
に
至
る
要
因
は
農
産

物
の
価
格
低
迷
、
作
付
制

限
・
立
地
条
件
・
担
い
手

不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

「
村
農
業
再
生
協
議
会
」

「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

団
体
」
更
に
は
農
業
関
係

団
体
と
の
連
携
で
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
経
営
の
拡
大
と
合

理
化
に
よ
る
所
得
向
上
に

つ
い
て
は
、
生
産
に
要
す

る
経
費
と
販
売
価
格
の
差

額
を
国
が
直
接
交
付
す
る

制
度
や
、
水
田
活
用
の
麦
、

大
豆
、
飼
料
用
米
な
ど
の

生
産
へ
の
助
成
な
ど
、一
定

の
補
償
水
準
が
確
保
さ
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
村
の
農
地

は
小
区
画
で
あ
る
事
で
経

費
の
か
か
る
圃
場
が
多
い

こ
と
か
ら
生
活
費
を
賄
え

る
ま
で
達
し
て
い
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
か
ら「
黄
金
の

濃
密
り
ん
ご
滝
沢
は
る
か
」

「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト
」な

ど
生
産
奨
励
だ
け
で
な
く

加
工
品
の
研
究
開
発
や
販

売
網
の
整
備
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
特
に「
滝
沢
は
る
か
」は

糖
度
や
蜜
入
り
を
厳
選
し

品
質
保
証
し
た
う
え
で
販

売
し
ま
し
た
が
、
高
価
格

設
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
完

売
し
ま
し
た
。

　
確
た
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
て
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問
　
い
じ
め
・
体
罰
・
暴

力
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
本
村
の
現
状

と
対
策
は
如
何
か
伺
い
ま

す
。

答
　
い
じ
め
は「
当
該
児

童
生
徒
が
、
一
定
の
人
間

関
係
の
あ
る
者
か
ら
、
心

理
的
、
物
理
的
攻
撃
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
精
神

的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
起
き
た
場

所
は
学
校
の
内
外
を
問
わ

な
い
」
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
村
の
２
月
末
現
在
で

の
報
告
は
14
件
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は「
悪

口
」「
物
か
く
し
」で
あ
り
、

万
引
強
要
、
ケ
ガ
を
伴
う

暴
力
、
恐
喝
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
14
件
の
う
ち
12

件
が
解
決
済
み
で
あ
り
２

件
が
指
導
中
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
体
罰
で
は
決
し
て
生
徒

は
育
た
な
い
事
を
改
め
て

教
職
員
に
徹
底
し
ま
す
。

　
暴
力
に
関
し
て
は
教
師

と
児
童
生
徒
の
人
間
関
係

の
構
築
や
、
児
童
生
徒
の

課
題
、
家
庭
環
境
の
要
因

な
ど
を
多
面
的
に
理
解
し
、

児
童
生
徒
が
自
主
的
に
自

己
指
導
能
力
を
育
む
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

公
債
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
慎
重
な
財
政
計
画
を

財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
た

中
期
財
政
計
画
で
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